真空國玉力 ! H 炊飯ジャー保証書 


[ 持込修理 t 


取扱説明醫、本体表示などのを意書きに従った使用状態で保記期間巧にな障した場合には、無料修理いたしまず。製品と本書 
をご持参の5え、お買い上げの販売店にお申しつけ < ださい。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や翰 
送料などの黃寶を申し受けます。 


型名 _ 

がぉ名前 

賽ご住所〒 


NP - HT 10 / NP - H 下 15 / NP - HT 18 



@お買い上げ曰 魯 ，販売店名.住巧 
—年_月_日 
保証期間 

お買い上げ曰よ0 

本体1年 

◎ £ P 欄に記入のない場合は無効とな D ますから、おずご禮認 < ださい。_ 

1 . ご転睛、ご贈答などで、お質い上げ販荒店にお申しつけでさない場合は、脾なのお客様ご相鼓窓□にお申しつけ<ださい。 

2. 保証期間巧でを次の場合には有料修理にな D ます。 

(イ)使用上の娱り、および改造や不当な修理による巧廣および損傷。 

(□) お寅い上げをの輸送•移動•落下などによる故障および揖惕。 

。〇义巧、地醒、か善、を涅、その他の天災地変、および公害、措客、ガス香(硫化ガスなど)、養を電圧、指ち5^の使用塑源(型 
圧、固波数)などによる故頓および損傾。 

(二)一版家庭用なが(たとえは護お用の長時間使用、き頭、胞舶へのとう載)に使用された場合の故蔭および損傷。 

(ホ）本密のご提おびない場合。 

(へ)本密にお国い上げ年月曰、お客様ち、放売店ちの記入のない場合あるいはを旬を密さかえ6れた場合。 

(卜）消耗部品の交換。 

3. 本密は曰本国巧においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan, 

4 . 本涵は盗難•乂がなどの不可抗力 m 巧で紛失さ: n た場合は、再発巧いたしませんので大切に巧巧してくだごい。_ 

◎お客様にご記入いただいた記載巧留は、保証期間内のサービス活動およびその後の受全点换ま脚のために利用ごせていた 
だく場合びごどし)ますので、ご了承ください。 

©このな証涩は、本露に明示した期間•ま件のをとにおいて無料修理をお約巧するをのです。なつてこの巧認密にぶって巧11 
密を発行している奢（保記質な着）、およ U それ iU がの窜窠奮に巧するお客様のミき律上の権則を制嚴するをのではあ0ませ 
んので、保証期間経過後の{度理などについてご不明の場合は、お質い上げの販売店または势なのお客様ご相談窓口にお問 
い合わせください。 

象印7ぶ-ピン株式含な 

〒的日.8日1!大阪巿化区天滴 1 T 目2日番5号巧 (06) 63己目-2391 


圧力炊飯するため PS マーク ‘ SG マーク取得 



PS マー ク i … 1 


経済産業省び定めた r 溝費生活: 

\ C ) 

fflti 想■巧をホ 1 の読の IT ホ i 


なべおよび圧力がまのを全基準 ； 


に適合していることを示します。；を®を！ 


SG マーク 

製お安を協舎び定めた認定基準 
に含格したことを示し、万一製 
品の欠臨による人身事故び生じ 
た場合、賠償措置びとられます。 


NP - HT 型◎叙④ 


お料理ノート 

五目ご飯 t 章がゆ . 

山菜おこわ玄米の炊きこみご飯 

お亭入れ 

お手入れ . 

交換部品 . 

固ったと吉に 

故障かなと思ったと去 . 

こんな表ををしたとき . 

アフターサービス . 

お客様ご相談窓口 . 


保証書 • 


•襄表紙 



を このたびは、お買い上げいただき、まことにあり 
がとラございました。 

◎取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いく 
ださい。お読みになったあとは、大切に保存して 
<ださい。 


賣空團圧弱 IH 炊飯$» 

曇敎炊舉 

型 NP-H 下 10型 1.0 L サイズ 
S NP-HT 1 5 型 1 已 L サィズ 
NP - HT 18 型 1.8L サイズ 

取扱説明書•お料理ノ-"卜 


ち < じ 

お懷いになるまえに 


まを上のご注意 . 

各部のなまえと扱いち . 

米のお話/玄米活性のお話 . 

おいしく炊いて-おいしく保温- 


俊い方 




ご飯の炊をち 

基本的な炊を方 . 

無洗米の炊き方 . 

炊を方メモ . 

タイマー■予約炊敵 . 

標準の保温おやすみ保温’ 

時刻の合わせ方 . 

報ミ日音の種類と切りかえ方’ 



2 4 6 7 


0 12 4 5 5 
T -I T TI TI 1 


0 2 3 3 0 
2 2 2 2 0 


[保証書つを！ 

































お料理 y — N こ記載してい葛計量舉位 


鲁 米の計量は付属の計量カップで行つてください。 
©大さじ1= 15 mL 宣ルさじ]= 5 mL 


截1精白米、玄米、発昇玄米一「白米用」の計量カップで （ 1カップ = 180 mL ) 
無洗米一 r 無洗米専用 J の計量カップで （ 1カップ =171 mL ) 


材料 (4 〜 5 人分） 



1 米 . 

- 3 カップ 


齋口しよラゆ、 

鶏肉(またはしらす干し） 


かりん < … . 


…… 50g 


■.- 苗大さじい庙 

油赫ブ’… 

...- 1 々枚 


塩…•ルさじ Vs 

にんじん- 

3 己巨 


だしの蒸••… 

こんにやく 

.35g 


•….かさじ Vs 

ごぼう ... ‘ . 

. .. . 35 呂 

干ししいたけのをどし汁、 

1 干ししいたけ 

絹さや(ゆでる)またはみつば 


. 2〜3 が 



. 

1 




つくり方 

11 cm 角に切った顯巧と、一度熱湯に通して(油 
抜を)ルさめのたんざくに切)った油あばを A 
に5分聞つけておをまず。 

2にんじんはルさめのたんざくに切りまず。こん 
にゃくはたんざくに切 D 、 熱湯に通してざるに 
あげておをます。ごぼラはごごびをにし、がに 
さ S してアクを巧を、ざるにあばておをまず。 
干ししいたけはがでもどして石づきを巧り、細 
切りにします。 

3干ししいたけのをどし汁に1のつけ汁を加え、 
全体をよく混ぜておをます。 




4米は巧って3を加え、 iagg の水位目盛3までがを 
たして、なべのおか5よく混ぜまず。 

51と2の具を4の米の上に平らにのせます。 

6(^ 二 ■立 号）キーを押して顿^ 井 こみ I を選び、続い 
て 。城飯） キーを}罕します。 

7保遇にな机ざ、混せ’てほぐしまず。 

8器に盛 D 、 絹さややみつばをかざ D ます。 


た草がゆ 


巧料 (4 〜 S 人分） 

が . 1カツブ 

齊棠類（あれば酱の t ：巧'^なければその他の野梁類） 

.75 g 

塩 . 少々 


っくり方 

1青菜類は洗って熱湯でゆで、水にとって冷まし、か 
けを絞ってル□切0にしておをます。 

2米は洗い' 欄題 gg の水位目盛 1 まで水を入れまず。 

3 けニュう キーを押してを選び、続いて 
〔炊 飯）キーを押しまず。 


4保温になればがぶたを開け、1と塩を如そて軽< 
混ぜます。または、器に盛0、1を上にのせます。 

◎おかゆを贼く場昔は… 

①おず龄か两メニューを選ぶ 
⑤ r た草びゆ」などの雷票を入れるおかゆをつ 
くる場合は、青粟はあ5かじめゆでておさ、お 
かゆび炊さ上びつてから加える 
しツ上のことを守らないと、ふをこぼれや圧力 
網醫装鹽およびまを弁の目詰まりの原因とな 
り危険でず。 



※琶の t 聲：セリ、ナスナ、ゴギヨウ、八コベラ、 
ホトケノヴ、スズナ（カブ）、 

スズシロ（ダイコン）の7種 



材料 (4 〜5人分) 


材料 (4 〜5人分） 

をちホ . 3カツフ 

山窠水煮りでツク入り） . 75旨 

(みりん . 大さじ1 

I 塩 . /」、さじ1 


つくり方 

1おは洗し、ザるに励ブて30分が上水切りしまず。 
21をなべに入れて A を加え、 区嘛刻 の水位旨盛 
3までがをたし，なべの底か6よ<ミ昆ぜまず。そ 
の上にが切 D した山萬水煮を平6にのせます。 

3 (メニユ ー) キーを押してを選び、続いて 
(が飯 ) キーを巧しまず。 

4保温になれば、混ぜてほぐします。 

めをち米にうるち米を混ぜて贼く場创ま、水加減を 
水位目盛ぶ D かしをめにしてください。 




巧料 (4 〜5人分） 

ち:米 . 3カップ 

顯肉 . 80宮 

油あげ ... 1枚 

にんじん、こんにゃく、ごぼう . を3邑夏 

薄口しょうゆ . 大さじ3 

1み〇ん . 大さじ1/2 


つくり方 

1鶏肉は1 cm 闻こ切り、油あげは一度熱漏に通して 
(油巧を)ルさめのたんざ < に巧0ます。 

2にんじん、こんにやくはたんざくに切り、こんにやく 
は熱湯に通してざるにあげておきます。ごぼうは 
ささびをにして水にさ6してアクをおき、ざるにあ 
ばてむ巧ます。 

3米は洗って A を加え、 ^^ の水位目盛3まで水 



をたして、なべの底か5よ <混ぜまず。 


41と2の具を3の米の上に平らにのせます。 


•玄米は、をみ殻などを取り除く程度に洗ってくだ 
さし、。 


5 (:メ ニ:!一） キーを巧してな米1を選び、続いて 
炊飯 ） キーを巧します。 

6保温になれば、混ぜてほぐします。 


黃米に具を加えて炊く場合は、 

1 .0 L サイズでは！〜4カップの間で、1.已 L サイズで 
は2〜6カップの間で、1 .8 L サイズでは2〜6カップ 
の間で炊いてください。 
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mm 


复必ず墓込みプラグをおを、本体.なべび;ちえてから行ってください。 

毎シンナー•ベンジン.みびさ紛•たねし類（ナイロン•金屬製など).漂白剤などを使わないでください。 


巧ぶたセット（內ぶた） 

ま全弁（ボール乂 0) -； 

圧力調整装置-^ 

ご飯粒、雑穀などの異物び詰まって fa 
いるときは、竹ぐしなどで取り除く H 
お手入れの際には分解はしない \ ^ 
(故障の原因とな0まず。） 

巧ぶたバッキン-1 

巧ぶたごと、湯または水にひたしスポンジ 
で洗う 

ご飯粒などの異物び詰まっているときは、 
巧ぐしやつまよラじで取り除く 
® 内ぶたノむ/キンは取りはずせません。 


ホぶた-蒸気 □ 

がぶたをしっかり持ち、固く 
しぽ つた 成をんで成< 

巧ぶたの内側についたおね 
ばやご飯粗をきれいにふを 
取る 


せっけん液を含ませたあと、固くしぼっ 
たふさんでふ< 

操作部は乾いたふさんでふく 
•化学ぞうきんを使うときは、強くふ 
いたり長い時間触れさせないでくだ 
さい。 


蒸気□セット取りつけ部 

蒸気□セットを上に引いて 
はずし、本体部分を固 < し 
ぼつたふをんでふく 


サイドセンサー 

固 < しぼったふさんでふを取る 
生米や異物び詰まっていると 
をは、巧ぐしやつまようじで取 
0除く 


差込みプラグ 

乾いたふさんでふ< 

聖源コード 

乾いたふさんでみく 


プッシュボタン-- 

プッシュポタンの周固に生米などび入った 
ときは巧ぐしやつまよラじで必ずおり除く 
每がぶたび開かなくなることびあ0ぎす。 


フックの受け部 
この部分に落ちたご飯を 
取り除く 

©かぶたげ開かなくなる 
ことびあ0ます。 


® 巧ぶたはご使用後、必ずお手入れをし 
てくだごい。巧れび残ったまま放慶ず 
ると、変色やごびの原因となりまず。 


蒸気□セットのが側、巧側は水で流し洗いする 
落気□セットの分解方法 

1.蒸気ロケースの指かかり部を 2.蒸気ロケースを斜め 

押しなび5 ( ①）上方向に開く 上方向(⑤)にはずす 

(⑤） 気□ケ ース 

觀ロケ—ス^ 

指詩り部™ 


はずし方 

內ぶたとつ手を片手でささえなびら(①)、 
內ぶた止め具を巧し上げて(③）はずす 
©內ぶた止め具をま甲し上げずに内ぶた 
とつ砖おて弓1谦5なしでください。 
(内ぶたまたはがぶたの故障の原因に 
な0まず。） 

つけち 

内ぶたのツメ （2 力所）をがぶたのツメ差 
し込み部に合わせて巧ぶた止め具び力 
チツと音びするまで押し込む 

® 取りつけるときはがぶたパツキンを内 
ぶたで弓 I つかけないで < ださい。 


蒸気ロセットの組み立て方法 ?ぶ 

^ .累気□パッキンの凸部と蒸気□キャップの切り 
巧度部を合ゎせて糖つける [ li 5 • 柏キンのセ 

。部^^ 戴 ◎rf 


スボンジなどのやむ5かいをので洗う 

巧れび気になる場合は中性洗剤（食器用洗剤）を使って洗ラ 

m なべのフッ囊皮膜は儒がつくと、はがれる原園になりまずので、ていねいなお取り 
■ 扱いをお願いし泉ず。フッ素皮膜を儒めないたゆに巧のことをお守りください。 

@ ■スプーンや茶わんなど入れて洗わない 顯なべのフッ盤を臟は懐品式吊 

M 冒みびき粉やたねしなどで洗わない H ©色むらびできたり，はびれることがあじ 

B 国酢はイまねない H 性能や衛生上の支障や，人巧への驗舊 

m 国調昧料を使ったときは早めにお手入れずる ■_ ありません。 


を損傷した場合は、新しい部品と交換（有償）してく 
ださい。 

◎交換の際には製品の型名および部晶名をご確認 
のラえ、お買い上げの販売店でお求め < ださい。 


なベ （1.8 L サイズ） 

巧ぶたセット （1.0 L サイズ） 

巧ぶたセットりふ l . SL サイス) 
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鲁修理のお問いさわせまえに、一度お調べください。 


症状お こ〇—’、ぃ心こ心 


ご飯び、かたい 

やね5かい 


ご飯が、ひどく焦げる ► 


炊飯中にふをこぽれる斷 


炊飯でをない 
キー操作でをない 


炊飯•保温中に音が 
ずる 


外ぶたと本がの間から 
蒸気がをれる 


鲁傾いた場所で水加減をすると、水量びをくなったり、みなくなっ 
たりして、ご飯のかたさびかわ0まず。 

參韓柄、産地、保存期間（新米.古米)などによむ、ご飯のかたさがか 
ねります。 

® 室温‘水温などにより、ご飯のかたさびかわ0まず。 

® タイマー予約炊飯をすると、ご飯びやわらか < なることが忘ります。 
感 白米急速败飯をすると、ご飯びかためにな D ます。 

^なべび変形していませんか？ 

資なべの底やサイドセンヴーにご飯粒や米粒などの巽物びつい 
ているためでず。 

◎洗米び不十分で、めかび残っていませんか？ 

® なべび変形していませんか？ 

©おかゆを贼くとをにおかゆ政がのメニューで炊いていませんか？ 
® 蒸気□セットをつけ忘れていませんか？ 

@洗米び不十分で、めかが残っていませんか？ 

©なべび変おしていませんか？ 

◎差込みプラグをコンセントに差し込みましたか？ 

@表示部に 「 EOlj 、rEOS」 など表示していませんか？ 一 P22 
「こんな表示をしたとを j 養照 

® なべび入っていますか？一 なべを入れてください。 

資保温ランプ.おやすみ保湿ランプび魚；なしていませんか？ 一 
r とりけし j キーを押してか日再度 r 炊飯」キーを4甲して < ださし、。 

® r ジー j 音は、マイコンび火力調節をしている音です。 

• r ブー J 音は、巧部の熱を列に出すために、フアンげ回っている 
音です。 

@ r ブー」音は、炊飯中に圧力を調整している音です。 

® r カチャ」音は、炊飯中に圧力を制御する装置が動く宮です。 

嫁「ゴ□ゴ□」富は、の飯中に安を弁のポールび動を、圧力を調舊 
ずる音です。 

^巧ぶた…落としたりして変形していたり、巧ぶたパッキンげ切 
れていないかを調べてください。 
内ぶたパッキンび巧れていませんか？ ^ミちれて 
いる場合はお手入れをしてください。 

鲁圧力調整装置...巧び詰まっていないか、異物びかみこんでいな 
いかを調べてください。 

鲁安全弁…中に入つているボールび動くかを調べて<ださい。 
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症状 


保温中、ご飯がにおラ 
変色する 
乾燥する 
ひどくつゆびつく 


苦2驚巍ぎ i ぶお調べし、ただ < こと 

的;’. がた. 

2時間总上の r 標準の保温 j をしていませんか？ 

參み、量のご飯を保湿していませんか？ 

#しやちじを入れたまま保温していませんか？ 

參冷めたご飯をあたため直していませんか？ 

◎贼き上びったご飯をよくほぐしましたか？- ► 炊さ上びった 
ご跋をよくほぐしてください。 

◎洗米び不十分で、说かび残っていませんか？ 

食米や水の種類により、炊を上び0後のご飯び黄色くみえること 
びあ0まず。 

毎炊きこみご飯を炊いたあとは、においび残ることびあります。 
念入りになべを巧って<ださい。 

をなベの中でご飯をイ呆巧する場合に、保湿機能を使わずにその 
まま放置していませんか。保溫機能を使わずにそのまま放置す 
るとしがなにおいの原因となります。一 P7 r おいしく保湿」 
参照 


おやずみ保温び S 

でまない ン" 


保温経過時間表示 
しない 


予約をずると ^ 

ずぐにげ飯がはじまる ► 


@「おやすみ保適」を受けつけないゾニューを選んでいませんか？ 
— P14 「標準の保温」「おやずみ保温」参照 
® 保湿経過時閨び12時間経過していませんか？一 保温経過 
時間び12時間経過すると r おやすみ保温」を受けつけません。 
6冷めたご飯を保温していませんか？一 なべの湿度び低いと 
__「おやすみ保湿」を受けつけません。_ 

® 現在時刻を表示していまはんか？ 一 「時刻をわせ」キーを 
巧して表示を切りかえて < ださい。 P14 「お知らせ」参照 

® 現在時刻は合っていますか？ 一 時計は 24 時間表おでず。 
をラー度、調べ直してください。 

® タイマー予約炊飯のおすずめ時間未満に設定した攝合は、ずぐ 
に炊飯びはじまります。 


ず約時刻に炊けない 


賣現在時刻は合っていますか？ 
もラー度、調べ直してください C 


時計は24時間表示です。 


予約でをない 


停蟹が 
起こった5 


受予約操作の最後に「炊飯」キーを押しましたか？^ 「炊飯」 
キーを押さないと、タイマーず約は完了しません。 

參「ス日日」び点滅していませんか？ 一 時刻含わせをしない 
と予約を受けつけません。 P 1己 r 時到!の含わせち」参照 

® ご飯を炊きなびら、霞気ポットで湯を沸かしたり、電子レンジを 
お使いになると定格電流を超えてブレーカーび下りることがあ 
ります。一炊飯ジヤーは単独のコンセントでお使し K ださし、。 
ブレーカーを復帰させたとさ、停電時間び10分未満なら継続 
して炊さはじめます。 
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• ••,•>< :•..•，••く ， •••• , 

'衰巧 


賣お調べいちだくこと 


C n f C のご , 

しり , •- UL 鲁故障です。一お買い上げの販売店または弊社のお客様ご 

I- W 相談窓□までご連絡ください。 

C •つつ 
C U « 


E UB 
H SH 


鲁異常な電圧が入った場合、巧障防止のために動作を停止し 
^ ます。ーコンセントの定格霞圧を確かめて、正しい電圧 
または別のコンセントをお使いください。 


f> ◎なべの入れ忘れです。■-なべを確実に入れて<ださい。 


-11-1 i ® ふたセンヴーまたはサイドセンサーび富邁になつています。 

U n I H np ^ 一 「とりけし」キーを巧し、ふたを開け約15分間冷まして< 
- _ L'L」 吓 ださい。（やけどにご注意くださし、。） 


表おび消えた 


7 •前'が 


び点滅ずる 


©内蔵の U チウム盤地び切れています。 

差込みプラグを撫くと表おや記憶（現在時刻-メニュ ー• 
保温状態）は消えますび、善込みフラグを塞し込み、時刻 
を含わせ直すと通常どおり使えます。 

取りかえられる場食は、お買い上げの販売店または脾社の 
お客様ごす目談窓□にご依頼ください。有償で電池をお取り 
かえいたします。 


豪示が 
おかしくなる 


感差込みフラグをいったん抜いて、をラー度差し込んでくだ 
さい。一 「ス〇0」び点滅しますので、時刻を合わせ直 
してください。 



長をご使周の原力! H 炊飯ジャーの点梭を！ 


こ巧 きご使用中、電源コード-差込みプラグび異常に 
ん〇 熱くなる 
な泉 ® 焦げくさいにおいびする 
這 i せ ©製品の一部に割れ、 げたつき 、ゆるみびある 
ホ^ん ® 巧飯中、底部のフアンび回っていない 
I まプで きその他の異常や故障びある 


^ こんな症巧のときは、故障 
舊や 事 あの防止のため、おず 
S 販売店に点検(有料)をご 
止 漏ください。 
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---す.捕証馨①ご確認と擺捶獲お願がをが 

がず r 販売店巧およびお質し让げ日」をご確認のうえ、お買い 
上げのちから受け取り、内容をよくお読みのうえ、大切に 
僻してください。 

2. 保証期間试；；¥震&上げ固より1年閨 

3. 修理;^巧しつけされるとを 
ぷ保証期間中》 

製品に保証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参くだ 
ごい。巧証雲の記載内容に基づさ修理いたします。 

《巧証期間を経過していると重夕 

修埋すれば使用でさる製湿は、ご要望により有料修理いたし 

ます。 


4. 補修用性能部品诚保有湖間は、製造打 
ち切り穫日年閨 

ぶ性能部蟲とは、その製品の臟能を離持ずるたゆに必留な 
部 □□ ご9。 

贸.修題料金の仕織を ‘、, 

修理料金は、按術料、部品代、出張料などで摘成されてい 
ます。 

r 按術料 J は、診断 • 故障箇所の修理および部品交換 • 調整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる数巧です。 
r 部品化！は、修理に使用した部品および補助が料巧です。 
「出張料_!は、製品のある場所へ技術着を派遣する場合の 
费用です。 

麵 お客様ご自身での修理、分瞬や改造は絶対にしな 
いで < ださい。 


修遇.お取り圾い.消耗蟲や部品ご購入な 
どのご相談は、まずお貢い上げの販责店に 
お問い合わせくださし、。 

ご乾居やご贈爸などでお困0の場合、鱗社 
の窓 □ r お客様ご相談センター」にお問い 
合わせください。 

所在地、頸話番号などはを夏になることび 
お0まずので、あらかじめご了承<ださい。 

ホームべー ジ①ご案巧 

消耗品’部品のご蹈入専巧ぺージ 
http :// www . zoHrushi - frescci . com / 


お客様ご相談センター 


ナビダイヤル市内通話料金でご利用いただけまず 

受付時間日:00〜17:00月曜曰〜金曜日（巧曰、興社が業曰を隙く） 
® 携帯頸話 ’ PHS でのお問いさねせ Tel (06)63 日 6-2451 
® フアクシミ U でのお問いさわせ Fax (06) 色3已 6-61 43 

裂品の r 型を’お問い合わせ巧容」と、お客様の!■おを前’ご性巧.堀話萬ち • 
Fax 香号」をご記入の5ま、お問い合わせ < だホい。 
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